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はじめに 

オオセグロカモメ Larus schistisagus はカムチャツカ半島から日本北部の海岸に繁殖する大型の

カモメである．この地域の沿岸では，オオセグロカモメは普通にみられるが，それらの形態や生活史

について利用できる情報は少ない．多くのカモメ類には外部計測値において明確な性的二型があ

ることが知られている（Shugart 1977，Ryder 1978，Fox et al. 1981，Schnell et al. 1985，Coulson et 

al. 1983，Evans et al. 1993，Bosch 1996，Rodriguez et al. 1996，Palomares et al. 1997，Chochi et 

al. 2002）．そこで，私たちはオオセグロカモメの外部計測値について報告し，性的二型の大きさの

程度について議論する． 

 

方 法 

北海道北部利尻島の利尻町（45゜05’N，141゜07’E）では，オオセグロカモメによる生活被害，漁

業被害や飛行場付近で繁殖するため潜在的なバード･ストライクの危険性が存在する．これらの被

害を軽減するためやバード･ストライクの潜在的な危険を避けるため，オオセグロカモメの有害鳥獣

駆除が実施された（北海道 1998，1999）．本研究では，有害鳥獣駆除によって駆除された死体を利

尻町より譲り受け，外部形態の計測を行なった． 

オオセグロカモメは1999年と2000年の 6月から 7月にかけて駆除され，この時期は抱卵から孵化

にあたる．合計74羽が集められ，これらは駆除されてから速やかに冷凍保存された．外部形態の計

測は死体を解かした後に行なった．私たちは完全な成鳥羽になっているものを成鳥とし，それ以外

の個体を亜成鳥と区別した（Grant 1986）．いくつかの外部形態は年齢にともなって成長するため

（Coulson et al. 1981），私たちは成鳥のみを対象に統計的分析を行なった． 

外部形態の測定はChochi et al.（2002）に基づいて，5か所について行なった．頭長，嘴高とフ

ショ長はノギスをもちいて0.1mm単位で測定した．翼長については翼長計を用いて 1mm単位で測定

した．体重は繁殖期のあいだでも大きく変動するので（Jones 1994, Croxall 1995），体重の性的二型
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についてはここでは取り扱わないことにした（Lorentsen & Røv 1994）．外部形態を測定した後，内部

生殖器を確認することで性を判別した．成鳥 2羽の内部生殖器は駆除された際，銃の弾によって破

壊されていたため，性の区別をすることができなかった．したがって，これらの2羽は分析から除い

た．また，2羽の亜成鳥は銃の弾によって嘴高を計る部分が破損していたため，嘴高の計測を行な

わなかった． 

外部計測値をt-検定によって雌雄間で比較した．外部計測値間の性的二型の大きさの程度は，

Agnew & Kerry （1995）のMD（mean difference）指標によって検討した．MD指標は雌雄間の外部計

測値の平均の違いを表し，次の式によって求められる． 

 
   MD＝200×（X.m－X.f ） / （X.m＋X.f ） 

 
X.m とX.f はそれぞれ雄と雌の外部計測値の平均値で，この指標が大きくなると性的二型の程度

が大きくなることを意味する． 

私たちは，さらに外部計測値から性を区別するために判別分析を行なった．分析を単純にするこ

とと判別力を上げるため，変数増加式の判別分析をもちいた．本文中において平均値±標準偏

差，括弧内に範囲を示した． 

 

結 果 

成鳥と亜成鳥は，それぞれ48羽と22羽であった．内部生殖器によって雌雄の判別がされ，成鳥は

雄27羽雌21羽，亜成鳥は雄12羽雌10羽であった．4つの外部計測値において，成鳥のオオセグロ

カモメでは雄が雌に比べ有意に大きかった（表 1）．成鳥の体重は雄は1472.8±107.9ｇ（1191.5–

1711.7），雌は1143.2±73.3g（1036.5–1332.1）であった．MD指標は嘴高で大きく翼長で小さかった

（表 1）．亜成鳥についても 4つの外部計測値において雄の方が雌に比べ大きい傾向があった（表 

2）．亜 成 鳥 の 体 重 は雄 で は 1389.6 ± 90.1g（1256.9-1510.4），雌 で は1130.7 ± 76.5g（1035.0–

1288.0）であった．成鳥と亜成鳥では，雌雄とも 4つの外部計測値に大きな違いがみられないもの，

体重については成鳥の方が亜成鳥に比べ重い傾向があった． 

表 1.  オオセグロカモメ成鳥の外部計測値とＭＤ指標．　平均値は±標準偏差，括弧内に範囲を示した．
Table 1.  Average values for external measurements and MD index of adult Slaty-backed Gulls.
    Standard deviations are expressed as ± SD, and ranges are given in parentheses.  

雄　(N = 27) 雌 (N = 21) t46値 P値 MD指標
Male (N = 27) Female (N = 21) t46 value P value MD index

頭長 (mm) 134.7 ±  3.2 123.7 ± 4.2 10.4 <0.0001 8.5
Head length (128.9 - 141.6) (117.1 - 138.0)

嘴高 (mm) 21.1 ± 0.6 18.9 ± 0.6 10.9 <0.0001 11.0
Bill depth (mm) (19.9- 22.3) (17.6 - 20.3)

フショ長 (mm) 71.9 ± 3.0 65.7 ± 2.4 7.8 <0.0001 9.0
Tarsus length (66.2 - 76.8) (61.9 - 72.1)

翼長 (mm) 436.5 ± 19.0 415.4 ± 9.5 4.6 <0.0001 5.0
Wing length (397 - 483) (391 - 432)
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判別分析において，頭長と嘴高が選択され，以下の判別式が得られた． 

 
   D＝-42.558＋0.173×頭長＋0.998×嘴高 （F2, 45＝94.669，P＜0.0001） 

 
2つの変数は判別式に対して有意であった（頭長， F1, 46＝108.2，P＜0.0001； 嘴高，F1, 46＝

118.0，P＜0.0001）．この判別式にしたがえば，オオセグロカモメの成鳥はD＞0のとき雄，D＜0のと

き雌と判別される．この判別式の判別率は雄で96.3％，雌で95.2％であった（図 1）． 

 

考 察 

本研究において，利尻島で有害鳥獣駆除されたオオセグロカモメの死体を譲り受け，これまで形

態的な情報が少なかったオオセグロカモメの外部形態を記載することができた．利尻島におけるオ

オセグロカモメの成鳥は外部形態（頭長，嘴高，フショ長と翼長）に明確な性的二型があり，頭長と

嘴高をもちいた判別式によって性を判別することが可能であることが明らかとなった．多くのカモメ類

には頭部の計測値において大きな性的二型を示すことが知られている（Ingolfsson 1969，Shugart 
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図 1.  雄と雌の頭長と嘴高の関係．図中

の直線は-0.173 × 頭長 = - 42.558 

+ 0.998 × 嘴高を示す．白丸は雌，

黒丸は雄を示す． 

Fig. 1.  Relationship between bill depth 

(BD) and head length (HL) to the 

function - 0.173 ×HL = - 42.558 + 

0.998 × BD.  Open circles show 

females and closed circles show 

males. 

表 2.  オオセグロカモメ亜成鳥の外部計測値．　平均値は±標準偏差，括弧内に範囲を示した．
Table 2.  Average values for external measurements of sub-adult Slaty-backed Gulls.
    Standard deviations are expressed as ± SD, and ranges are given in parentheses.  

雄 標本数 雌 標本数
Male Sample size Female Sample size

頭長 (mm) 133.0 ±  3.3 12 123.5 ± 3.4 10
Head length (128.3 - 136.9) (119.3 - 127.9)

嘴高 (mm) 21.0 ± 0.6 11 18.8 ± 0.9 9
Bill depth (mm) (20.4- 22.3) (16.3 - 19.9)

フショ長 (mm) 69.4 ± 4.4 12 63.0 ± 9.2 10
Tarsus length (61.2 - 74.0) (61.3 - 71.9)

翼長 (mm) 437.4 ± 14.3 12 413.2 ± 13.7 10
Wing length (420 - 460) (393 - 435)
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1977，Ryder 1978，Fox et al. 1981，Monaghan et al. 1983，Jehl 1987，Evans et al. 1993，Bosch 

1996，Palomares et al. 1997，Ruiz et al. 1998）．オオセグロカモメにおいても同様な傾向がみられ

た（表 1）．このことは嘴が性的なディスプレイや雄間のなわばり防衛などにおいて重要な機能を持

つことと関係があるのかもしれない（Ingolfsson 1969）．翼長は鳥の飛行性能に大きく関係するため，

性的二型の程度が小さいとされている（Schnell et al. 1985，Croxall 1995）．オオセグロカモメにおい

ても同様に翼長の性的二型の程度は小さかった．経験豊富な鳥学者や鳥類観察者は，オオセグロ

カモメがつがいでいるのを観察すれば，その嘴や頭部の形状から雌雄を区別できるが，この判別式

をもちいればより高い信頼性を持って雌雄の判別ができるだろう． 
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Sexual differences in the external measurements of Slaty-backed Gull  

breeding at Rishiri Island, Japan 
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Sexual  differences  in four  external  measurements of  adult Slaty-backed Gulls  Larus 

schistisagus (29 males and 23 females) breeding at Rishiri Island, Hokkaido, Japan were 

investigated.  Males were significantly larger than females in all measurements.  Sex was 

determined using the discriminant function D = - 42.558 + 0.173 HL + 0.998 BD, where HL 

(mm) was head length and BD (mm) was bill depth.  Following this equation, birds were 

classified as male for D > 0 and female for D < 0.  This function correctly classified 96.3 % of 

the males and 95.2 % of the females.  Use of these measures will increase the confidence of 

correctly sexing this species in the field. 
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